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1521-1763年｣(Ⅰ)大阪経済法科大学 『経済学論集』6巻3号,1981年12見 宮野啓二 ｢ラテン
アメ')カにおけるラティ7ソディオと原住民共同体-史的考察-J広島大学経済学部紀要 『年報
経済学』第2巻,1981年3月,など参照｡
6) 小谷琵之 『マルクスとアジアーアジア的生産様式論争批判-一刀 青木書店,1979g,同 『共同/




























8) Ⅰ.ウォーラーステン｢アメリカの奴隷制と資本主義世界経済｣ (同 『資本主義世界経済Ⅱ一階
級 ･エスニシティの不平亀 国際政治｢』名古屋大学出版会,1987年,所収)参照も
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10) 『経済学批判要綱』における本源的蓄積論については,大島真理夫 ｢『経済学批判要綱』 にお
･tナる本源的蓄積論の論理構成に関する覚書｣ 『経済学雑誌』75巻2号,1976年2月,中村菅前掲
『奴隷制 ･農奴制の理論』補論第3節3｢本源的蓄黄｣参鳳⊃




















































































13) 阪本楕彦前掲 『幻影の大農論』第7章,岡 『中国農民の挑戦』Ⅱ,1-3｢コンバインへの道｣
参軌
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して直接経営にのりだす場合と,借地農が剰余を蓄積して機械を導入し,経営
を高度化させていく場合とがある｡この他に近代的小商品生産を行う自作農が
農業横根を導入して近代的機械制小経営に発展する場合がある｡
なお,現在まで妹,このような近代的磯株制小経営が発達したのは第2次大
戦後の先進資本主義国だけであるqそれは,世界資本主義の中心に位置するこ
とによって,過剰人口を解消できたこと,農業保護政策をとることが可能であ
ったという条件も大きい｡
このように第2次大戦壊,近代的磯株制家族農業が形成されたアメリカ合衆
国,カナダ,西ヨーロッパの先進資本主義国に対して日本は近代的機械御家族
農業はまだ確立していない｡日本は第2次大戦後農地改革によって近代的中間
的地主制が解体し,小農経営は自作化して剰余蓄積が可能になり,また戦後の
枚械工業の発達によって,比較的安価な小型農業機械が作られるようになった｡
そこで日本においても1950年代から農業の棟械化,化学化が進んだが,その後
高度経済成長による農村労働力の工業,流通,サービス等への吸収がそれ以上
に急激に進んだた桝こ,家族農業が安定的に成立できなかった｡その後さらに,
輸入農産物の増加,農業基本法による農業育成策が適切でなく,70年からは米
の減反政策が行われる等によって,近代的横桟制小経営は末確立であるO韓国,
台湾も現在,農村過剰人口は解消に向いつつあり',今後農業の横桟化 化学化
が本格的に進むと思われる｡東アジアは,近代的中間的地主制が最も発達した
地域であったが,第2次大戦後の農地改革によって解体し,近代的磯械制小経
営が形成される過渡期にあるといえよう14)0
14) 東アジアの中耕農業地帯の農業検視化は,アメl)カ,酉ヨ-ロッノミの休閑農業地帯とくらべて
生産力上昇の効果が小さく,技術的困難性が大きいという条件もある｡
